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1．持続可能な観光のホワイトペーパーの概要（プロジェクト概要）

UNSDGｓ

目標（17）

ターゲット（169）

持続可能案観光に関

するグリーンぺーパー

- 体験プログラム

（1）UNSDGｓの目標・ターゲットから
持続可能な旅行・観光に関連
するものを抽出する。

（2）対象とする観光セクターは提供
するサー ビスの内容または
商品に応じて１０のカテゴリー
に分類して持続可能な 観光
を明確に定義 し、持続可能
な観光と見なすパラメーター
（ビジネスガイドライン） を設定。

（３）各観光セクターはビジネスガ
イドラインの実行に取組む。

（4）取組の達成度の確認は提案の
評価システムに達成状況を
把握する。

ホワイトペーパー
（作成・報告）

評価システムに
よる達成状況を
確認と持続的取
組を実施する。

今後の検討課題

UNSDGｓのビジネ
スガイドライン旅行
者・観光事業者間
で情報共有及び
様々な利用に向け
た標準化等を検討
が必要と考えてい
ます。

SDGｓ取り組み提案の概要

プロジェクト成果物

図-1 持続可能な観光のプロジェクト概要図



１-1．持続可能な観光を可能にするビジネス基準作成の流れ

１．貧困撲滅

２．飢餓の撲滅と食糧の安全確保

３．健康な生活、福祉の推進

４．公平な教育機会

５．ジェンダー平等

６．水、衛生へのアクセス

７．持続可能で近代的なエネルギー

８．雇用、経済成長

９．インフラの充実、産業化の促進、イノベーションの拡大

１０．国家間の不平等の是正

１１．持続可能な都市、居住地の促進

１２．持続可能な消費と生産

１３．気候変動に対する対策

１４．海洋、海洋資源の確保

１５．陸上生態系、森林資源の確保、砂漠化への対処

1６. 平和で公正な社会の構築

１７．SDG推進に向けた国際的連帯の活性化

現在、対象となる
ビジネス基準数は
179項目ある。

持続可能な観光を実現する
ためのビジネス基準の生成

ＳＤＧｓ達成の取組

ビジネス基準達成を目指ぢた行動プ
ランを観光地域の情勢に合わせて
作成し観光事業者全てが取組む

ＳＤＧｓ取組成果は達成度評価
手法で持続化の現状を確認する

ターゲット：169
（指標：244）

図-２ 持続可能な観光を可能にするビジネス基準作成の流れ
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1-2．観光セクター・カテゴリー別のガイドライン数 グラフ（参考資料）

図－３ 観光セクター・カテゴリー別のガイドライン数の分布

観光セクター カテゴリー名 ガイドライン件数

1.食品／レストラン 19
2.アコモデーション 27
3.運輸 14
4.ディスティネーション 26
5.ショッピング 8
6.娯楽 11
7.ツアー代理店 24
8..地方公共団体 14
9.体験プログラム 23
10..旅行者 13

ガイドライン件数合計 179



1－３. UNSDGsの持続可能な観光のガイドラインの取組の流れ

UN SDGｓ
目標：17,ﾀｰｹﾞｯﾄ：169

持続可能な旅行・観光が取組むべき目
標・ターゲットを抽出してガイドライン（ビ
ジネス基準）を作成する

対象とする観光セクターは1０分野に分けて
個別に実視する。

各観光セクターの担当者は、ガイドライン
に従って具体的に取組を実視するための
行動リストを作成し、セクター内共有により
実施する。
（情報共有は携帯端末等によるネットワ

ーク共有が有効）

行動リストを実施した達成状況をを簡便な
達成度評価基準により取組現状を確認・
評価する。更に持続化を迅速に推進して
旅行・観光の実現を達成する。
未達成の場合は、継続実施・行動リスト
を見直しさらなる改善に取組む。

達成度評価基準は別紙で説明資料を
参照。

旅行・観光のSDGｓ
取組成果を適時公表し
て取引や旅行・観光分
野等に活用してSDG
ｓによるさらなる持続
化向上を推し進める。

取組及び評価対象_STEP-2

_STEP-4

STEP-3

STEP-5

持続可能な観光への取組
対象を定める STEP-0

取組手段を設定

取組達成度を評価する

取組成果を継続

持続可能な観光実現に向けた
ガイドラインを定める STEP-1

図-３ UNSDGsの持続可能な観光のガイドラインの取組図
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○おわりに

観光産業の構造は形態及び個々の規模が様々であり、観光地などの地域の状況も様々であります。

世界的な事業者規模や事業者数も多く、観光産業構造も先進国と観光途上国など産業形態も様々で

あります。また、その経済的な規模は（ホワイトペーパーの「１.はじめに」で記述したように）国連世界観光機関

(UNWTO) の2016年の年次報告書では、2016年の１年間の国際観光客は12億3,500万人に達し、過去7年間の

年率4%の継続的な成長と言われています。この現状から見れてUNSDGsに対する取り組みによる効果も大きい

産業と言えます。

このような認識に立って今回提案する持続可能な観光のガイドラインは観光のセクターすべてが共通して取組

みアジェンダ２０３０を観光セクターの達成は重要と考えてます。

STプロジェクトはホワイトペーパーの標準的な実施可能性の取り組みに加えて観光産業分野の情報環境の

向上と合わせてが同時に開発のEpｓ TAプロジェクトと連携及びホワイトペーパーで述べた６章の機会とリスクの

課題克服に向けた取組が必要と考えおります。 以上


